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れる病変内の空洞影（OR 3.28; 95％ CI 1.39-7.69）、病変内のLDA（OR 12.21; 95％ CI 6.23-
23.91）、および気管支鏡で観察された責任気管支の狭窄所見（OR 6.36; 95％ CI 3.05-13.27）が
感染発症と有意に関連する因子として抽出された。傾向スコアマッチング法を用いた解析
では、予防的抗菌薬投与によるEBUS-GS-TBB後感染の有意な抑制効果は示されなかった
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